
【三大学病院合同】 産科・婦人科 専門修練プログラム 

 
１．プログラムの概略・特徴 

 熊本、大分、宮崎大学医学部附属病院の産科・婦人科では、2 年間の卒後臨床研修を終了した研修医を

対象とし、日本産科婦人科学会専門医取得を目指した三大学病院合同の専門修練プログラムを行う。初期

研修終了後 7 月までに日本産科婦人科学会に入会すれば、スーパーローテーションの2 年間を含む

 

卒後 5
年の経験で日本産科婦人科学会専門医の受験資格を得ることができる。この専門医資格は、その後の各専

門領域の専門医の取得、ならびに母体保護法指定医の指定を受けるのに必須の条件である。本プログラム

は３年目以降の産科・周産期医療、産婦人科救急、プライマリ・ケア、婦人科腫瘍学、不妊・内分泌学の

研修を通じて、産婦人科医としての総合的な能力を深めながら個々の適性・希望に応じた分野を中心とし

た診療や研究に従事し、産科婦人科学会専門医を取得した後は各専門領域の専門医・指導医となることを

目標とする。 

２．研修目標 

【一般目標】 

a. 産科婦人科の患者の特性を理解し、暖かい心を持ってその診療にあたる態度を身につける。 

b. 産科婦人科患者を診察し、適切な診断、治療を行うと共に、各疾患の予防的な方策も指示できる臨床能

力を身につける。 

c. あらゆる年代の女性の、すべての健康問題に関心を持ち、管理できる能力を身につける。 

【行動目標】 

産婦人科的診療能力 
a. 医療面接（問診）および病歴の記載 
   患者との間に良いコミュニケーションを形成して医療面接（問診）を行い、総合的かつ全人的にpatient 

profileをとらえることができる。病歴の記載は、問題解決志向型病歴をつくるように工夫する。 
b. 産婦人科診察法 
   産婦人科診療に必要な基本的態度・技能を身につける。 
①視診（一般的視診、腟鏡診）  触診（外診、内診、直腸診）  生検、穿刺診（腹腔穿刺その他） 
④新生児の診察 
c. 臨床検査法 
  産婦人科診療に必要な種々の検査を実施あるいは依頼し、その結果を評価して、患者・家族にわかりや

すく説明することができる。 
① 婦人科内分泌検査 

基礎体温の解釈、頸管粘液検査、性ホルモン測定・負荷試験 
② 不妊（症）検査 

卵管疎通性検査（通気、通水、通色素、子宮卵管造影）、精液検査、精子頸管粘液適合試験、 
子宮内膜日付診、子宮鏡、腹腔鏡 

③ 妊娠の診断 
免疫学的妊娠反応、超音波断層法 

④感染症の検査 



視診、生標本鏡検、細菌培養、原虫、梅毒、HBV、HCV、HTLV-I、HIV、TORCH 感染症、淋菌、ク

ラミジア 
⑤婦人科癌の検査 
細胞診、コルポスコピー、狙い生検、組織診、子宮鏡、腫瘍マーカー 

⑥放射線学的検査 
胸部・腹部単純撮影、骨盤計測、子宮卵管造影、尿路造影、骨盤血管造影、CT、MRI、PET-CT、RI
検査 

⑦内視鏡検査 
コルポスコピー、子宮鏡、腹腔鏡、膀胱鏡、直腸鏡 

⑧超音波断層法 
i） 婦人科領域：骨盤腔内腫瘤（子宮筋腫、子宮内膜症、卵巣腫瘍その他） 
ii）産科領域：胎嚢、胎芽、子宮外妊娠、胞状奇胎、絨毛付着部位、多胎、胎児計測、羊水量、胎児形

態異常、子宮頸管長、Biophysical Profile Scoring (BPS)、血流評価法 
⑨出生前診断 
遺伝カウンセリング、超音波断層法、羊水穿刺・分析、マイクロバブルテスト、絨毛サンプリング、遺

伝子診断、先天代謝異常症、TORCH感染症、血液型不適合妊娠 
⑩分娩監視法 
胎児心拍数陣痛図、血液ガス分析 

d. 治療法 
  産婦人科治療のための注射、穿刺の適応ならびに内科的治療（輸血・輸液、薬剤の処方・与薬、食事療

法などを含む）、外科的治療の適応を決定し、実施することができる。 
 妊産褥婦に対する薬物の安全性について検討し、適切な方針を決定することができる。 
 新生児の生理・病理を理解し、出生体重1,500g以上の新生児に適切な管理を実施することができる。 
 婦人科における薬物療法：ホルモン療法、漢方療法、感染症に対する化学療法、悪性腫瘍に対する化学

療法など 
① 婦人科手術療法 
② 放射線療法 
③ その他の理学療法：凍結療法、化学的焼灼法、レーザー療法など 
④ 産科における薬物療法：子宮収縮抑制剤、子宮収縮剤、感染症に対する化学療法 
⑤ 産科手術療法 
⑥ 新生児に対する治療：呼吸管理、輸液療法、光線療法 
⑦ 輸液・輸血療法 
⑨ 救急処置：婦人科救急、周産期救急（産科救急、新生児救急） 
e. 保健指導 

小児期・思春期・周産期、成熟期・更年期・老年期女性の特性に配慮した保健指導を行うことができる。 
 
３．研修スケジュール 

概要 
 卒後臨床研修終了後の３年目は原則として各大学医学部附属病院で1 年間の研修を行い、2 年目以降は

県内外の病院での診療、あるいは大学病院の医員として研究・診療に従事する。また大学院に進学して、



一定の臨床経験を積みながら研究に従事し、将来は留学することも可能である。定期的に三大学合同の学

術集会・症例検討会を開催し、より専門性の高い知識・技術の習得に務める。  
 女性医師の妊娠出産、育児に伴う産休・育休、ならびに休業からの復職支援は各大学病院の事情に応じ

て設定している。 
 
研修スケジュール例 

 
４．評価 

 基本的な知識・技術の習得の評価は、各大学の研修指導責任者ならびに実施責任者により行われるが、

最終的には5年目以降に行われる日本産科婦人科学会専門医試験により判断される。大学院では医学博士

の取得を目標とする。各専門領域における知識・技術の習得は、学会発表、論文発表の業績により総合的

に評価されるほか、各専門領域の専門医・指導医取得をもって評価される。 

 
５．募集人員 

熊本大学：5名 大分大学：3名 宮崎大学：5名 ただし希望人数に合わせて増員可能である。 

 
６．実施責任者 

片渕 秀隆（熊本大学・婦人科学教授） 
楢原 久司（大分大学・産婦人科学教授） 
池ノ上 克（宮崎大学・産婦人科学教授） 
 
７．指導責任者 

大場 隆（熊本大学・産科学准教授）、大竹秀幸（熊本大学・婦人科学助教） 
楢原 久司（大分大学・産婦人科学教授） 
古川 誠志（宮崎大学・産婦人科学准教授） 
 
８．連携施設（学会研修施設認定） 

熊本大学：熊本大学医学部附属病院（日本産科婦人科学会、日本周産期新生児医学会[母体胎児][新生児]、

日本婦人科腫瘍学会、日本人類遺伝学会、日本超音波医学会）荒尾市民病院（日本産科婦人科学会）、公立

玉名中央病院、阿蘇温泉病院、NTT 西日本九州病院、熊本市立市民病院（日本産科婦人科学会、日本周産

期新生児医学会[母体胎児][新生児]）、熊本赤十字病院（日本産科婦人科学会、日本周産期新生児医学会[母

 3年目 ４年目 ５年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目 

A 大学病院 連携施設 大学病院 連携施設 

B 大学病院 大学病院 連携施設 大学病院 

Ｃ 大学病院 連携施設 大学院 連携施設 

Ｄ 大学病院 大学病院 大学院 連携施設 

Ｅ 大学病院 大学院 大学病院 

F 大学病院 大学院 大学病院 留学 

           産婦人科専門医試験↑  各種専門医試験→ 



体胎児]）、済生会熊本病院、国立病院機構熊本医療センター（日本産科婦人科学会、日本婦人科腫瘍学会）、

日赤健康管理センター、愛育会福田病院（日本産科婦人科学会）、伊井産婦人科病院、熊本労災病院（日本

産科婦人科学会）、天草中央総合病院、上天草総合病院、公立多良木病院、水俣市立総合医療センター、宮

崎県立延岡病院（日本産科婦人科学会） 

 

宮崎大学：宮崎大学医学部附属病院（日本産婦人科学会、日本周産期新生児医学会[母体胎児][新生児]）、

宮崎県立延岡病院（日本産婦人科学会）、宮崎県立日南病院（日本産婦人科学会、日本周産期新生児医学会

[母体胎児][新生児]）、宮崎市郡医師会立病院（日本産婦人科学会、日本周産期新生児医学会[母体胎児][新

生児]）、独立行政法人国立都城病院（日本産婦人科学会、日本周産期新生児医学会[母体胎児][新生児]）、

藤元早鈴病院（日本産婦人科学会）、社会保険船橋中央病院（日本産婦人科学会、日本周産期新生児医学会

[母体胎児][新生児]） 

 

大分大学：大分大学医学部附属病院（日本産婦人科学会、日本婦人科腫瘍学会）、大分県立病院（日本産婦

人科学会、日本周産期新生児医学会[母体胎児][新生児]、日本婦人科腫瘍学会）、アルメイダ病院、中津市

民病院 

 
９．学会認定専門医 

熊本大学医学部附属病院：日本産科婦人科学会専門医 16名、周産期・新生児医学会母体胎児専門医（暫

定指導医） 1名、生殖医療専門医 2名、婦人科腫瘍専門医 3名、超音波医学会専門医 2名、臨床遺

伝専門医 2名 

 

大分大学医学部附属病院：日本産科婦人科学会専門医：10名、周産期・新生児医学会母体胎児専門医（暫

定指導医） 1名、生殖医療専門医 3名、婦人科腫瘍専門医 2名、日本東洋医学会漢方専門医 1名 

 
宮崎大学医学部附属病院：日本産科婦人科学会専門医：16名、周産期・新生児医学会母体胎児専門医（暫

定指導医） 1名、周産期・新生児医学会新生児専門医 ２名、日本東洋医学会漢方専門医 1名、臨床遺

伝学専門医 １名、内分泌代謝科専門医 １名、超音波医学会専門医 １名 

 
１０．連絡先 

〒860-8556 熊本県熊本市本荘1-1-1 TEL: 096-373-5269 (直通), FAX: 096-363-5164 

熊本大学大学院医学薬学研究部産科学・婦人科学分野 

E-mail: obgyn@kumamoto-u.ac.jp 

URL: http://www2.kuh.kumamoto-u.ac.jp/obgyn/ 

 

〒879-5593 大分県由布市挾間町医大ヶ丘1-1 TEL: 097-586-5922, FAX: 097-586-6687 

大分大学医学部産科婦人科学講座 

E-mail: sanka@med.oita-u.ac.jp 

 

〒889-1692 宮崎郡清武町大字木原5200番地 TEL:0985-85-1510 (代表)、0985-85-0988 (研究室) 

宮崎大学医学部産婦人科学講座 


